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NEDOのミッションと役割

エネルギー・地球環境問題の解決

Addressing energy and global environmental 

problems

成果の社会実装を促進する
「イノベーション・アクセラレーター」

Innovation accelerator

産業技術力の強化

Enhancing industrial technology

国際連携の推進

Promoting international collaboration
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NEDOのあゆみ

• 1970年代に世界を襲った二度のオイルショック。エネルギーの多様化が求められる中、新エネ
ルギー・省エネルギー技術開発の先導役として、1980年にNEDOが誕生しました。

• のちに産業技術に関する研究開発業務が追加され、エネルギー・環境技術、産業技術の開
発・実証を推進し、イノベーション創出を後押ししています。
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NEDOの予算（2021年度当初予算）

• 技術シーズの発掘から中長期的プロジェクトの推進、実用化開発の支援まで、一貫した技術
開発マネジメントにより、日本の技術力強化・エネルギー問題の解決を目指します。
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脱炭素社会に向けたNEDOの総合指針

持続可能な社会を実現する３つの社会システム
3 Essential Social Systems  for Sustainable Society

持続可能な社会実現のためには、
以下の3つの社会システムを、
継続的に発展していくことが不可欠です。
これをNEDOは「持続可能な社会を実現する
3つの社会システム」と定義、「ESSマーク」
としてシンボルマーク化し、広く皆様と共に
取り組みを推進していきます。

１．サーキュラーエコノミー
（地球の象徴であるブルーで表現）

２．バイオエコノミー
（生物の象徴であるグリーンで表現）

３．持続可能なエネルギー
（エネルギーの象徴であるオレンジで表現）

• 「革新的環境イノベーション戦略」を踏まえ、 2020年２月、NEDO 技術戦略研究センターが、
「持続可能な社会の実現に向けた技術開発総合指針（NEDO 総合指針）」を策定。
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カーボンニュートラルとは

• 2020年10月の臨時国会において、菅義偉総理大臣が「2050年カーボンニュートラル」を宣
言し、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする目標を掲げています。

• カーボンニュートラルとは、温室効果ガス（二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、フロンガス
等）を「そもそも排出しない」だけでなく、排出せざるを得ないものについては「吸収」「除去」「再
利用」することで、排出量全体を差し引きゼロ（＝ネットゼロ）にするというものです。

• 2050年カーボンニュートラルへの動きは世界的に加速しています。

出典：Focus NEDO 第82号 （https://www.nedo.go.jp/content/100937750.pdf）
出典：日本のエネルギー2020年度版
（経済産業省 資源エネルギー庁）

温室効果ガスのネットゼロ排出のイ
メージ
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地球規模の環境課題解決の必要性

• 1880～2012年の傾向では、世界平均気温は0.85°C上昇。今後、温室効果ガス濃度が
さらに上昇し続けると、今世紀末には＋4.8°Cの気温上昇が予測されています。

• 2020年以降の長期目標を掲げているパリ協定では、世界の平均気温上昇を2°Cより十分
低く抑えることを目指し、可能な限り1.5°Cに抑える努力目標を掲げています。

出典：Focus NEDO 第82号 （https://www.nedo.go.jp/content/100937750.pdf）
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2050年カーボンニュートラルに関する各国動向

⚫ ジョー・バイデン米国大統領主催の気候変動サミット(2021年4月22、23日開催)で新たな
GHG排出削減目標が発表された。目標の引き上げ・追加が行われている（赤字）。

中期目標 長期目標

米国
2025年▲26～28%（2005年比）
→2030年▲50～52％削減（2005年比）

2050年カーボンニュートラル

EU
2030年少なくとも▲55%（1990年比）
※欧州理事会（12月10・11日）合意
※2013年比▲44%相当

2050年カーボンニュートラル
※複数の前提を置いた８つのシナリオを分
析

英国
2030年までに少なくとも▲68％（1990年比）
※2013年比▲55.2％相当
→2035年▲78%（1990年比）

2050年少なくとも▲100％（1990年
比）
※一定の前提を置いた３つのシナリオを提
示

カナダ
2030年▲30%（2005年比）
→2030年▲40～45％（2005年比）

2050年までのGHG排出ネットゼロ

中国
2030年までにCO2排出量をピークアウト
2030年にGDP当たりCO2排出量で▲65％以上
（2005年比）

2060年カーボンニュートラル
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日本のカーボンニュートラルの現状

出典：Focus NEDO 第82号 （https://www.nedo.go.jp/content/100937750.pdf）
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2030年までの温室効果ガス削減目標
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中長期技術開発の方向性提示

• 国内外のエネルギー・環境技術、産業技術について、 有望技術の発掘や社会課題、市場課
題の動向把握・分析を継続的に実施。

• 日本が 技術開発を実施すべき重点分野を絞り込み、技術戦略の策定およびこれに基づく技
術 開発プロジェクトの構想に取り組みます。

• あらゆる角度からの分析を技術戦略や政府の政策等に反映し、技術開発プロジェクト等を通
じた経済成長の加速を目指します
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バイオエコノミー創出と炭素循環型社会の実現

出典：Focus NEDO 第70号 （https://www.nedo.go.jp/content/100884792.pdf）
出典：Focus NEDO 第81号 （https://www.nedo.go.jp/content/100934982.pdf）

• 「化学プロセスからバイオプロセスによる物質生産への転換」や「化学プロセスでは合成が困難な物質の生
産」の実現可能性の高まり。

• 物質生産分野への適用とそれに伴う工業利用の市場拡大の見通し。競争力強化が急務。
• バイオ資源や技術を活用して素材産業を出口にバイオエコノミー創出と炭素循環型社会の実現を目指す
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新しい産業の可能性を生み出す「データ活用社会」

出典：Focus NEDO 第74号 （https://www.nedo.go.jp/content/100897992.pdf）

• 必要なものやサービスを、必要な時に、必要な人へ提供する、超スマート社会。その実現の鍵
となる「データ活用」は、新たなサービスや産業を生み出し、社会が抱えるさまざまな課題を解
決することが期待されています。

2017ー2018年度
「IoTを活用 した新産業モデル創出基盤整備事業」
競争領域と協調領域を明確にして、企業の枠を超えてデータ
の 共有プラットフォームを構築するプロジェクトを実施。

2019年度～
「Connected Industries推進のための協調領域
データ共有・AIシステム開発促進事業」
これまではデータ連携に注力してきましたが、新たにグローバル
展開も視野に入れて、連携に加えて活用の面も強化し、デー
タの共有・共用と活用の好循環により 生み出される価値の創
出を目指すプロジェクト。
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イノベーション・新領域の支援事業を展開

出典：Focus NEDO 第82号
（https://www.nedo.go.jp/conten
t/100937750.pdf）

<イノベーション>
⚫ 研究開発型スタートアップ支援事業
日本の未来を創るイノベーションを促進するため 優れたアイデ
ア･技術を事業化に結び付ける支援をしています。 シーズ発
掘から実用化まで一貫した支援策を展開。

<新領域>
⚫ 官民による若手研究者発掘支援事業（若サポ）
⚫ 未踏チャレンジ2050
革新的・挑戦的な技術シーズを発掘し、国家プロジェクトの他、
企業との共同研究に発展させることを目指した事業を展開
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30以上の展示、プレゼンテーションご覧いただき
マッチング機会にご活用ください
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ご清聴ありがとうございました。

■NEDOセミナー（スポンサーセミナー）
場 所 パシフィコ横浜ANNEXホール F205-206会場
日 時 10月13日(水) 13:30-15:30

（イベント会期中10/14～10/15 オンデマンド配信）
セミナータイトル 持続可能な社会実現に向けたバイオの貢献と可能性


